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と
な
り
、
同
三
十
一
年
ま
で
在
任
す
る
。
そ
の
間
、
職
員
に
も

生
徒
に
も
古
代
の
官
服
で
あ
る
闕
腋
・
折
烏
帽
子
を
模
し
た
制

服
・
制
帽
を
着
用
さ
せ
、
国
粋
主
義
的
校
風
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

洋
風
を
旨
と
す
る
男
女
共
学
の
東
京
音
楽
学
校
と
対
照
的
で
あ

っ
た
の
は
勿
論
の
こ
と
、
一
般
の
官
立
学
校
の
な
か
で
も
き
わ

め
て
異
色
の
存
在
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

天
心
と
い
う
と
、
本
学
に
残
る
下
村
観
山
作
の
「
天
心
岡
倉

先
生
（
画
稿
）」
や
平
櫛
田
中
作
の
「
岡
倉
天
心
銅
像
」
の
よ

う
な
聖
人
的
風
貌
な
い
し
は
老
成
し
た
偉
人
の
姿
を
思
い
浮
か

べ
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
が
、
校
長
時
代
の
天
心
は
ま
だ
二
十
九

〜
三
十
七
歳
と
い
う
若
さ
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
校
長
の
職
務

の
ほ
か
に
美
学
、
日
本
（
東
洋
）
美
術
史
、
西
洋
美
術
史
、
西

洋
史
の
講
義
を
担
当
し
、
依
嘱
製
作
事
業
や
内
外
博
覧
会
出
品

物
の
製
作
を
推
進
し
、
若
手
美
術
家
た
ち
の
活
動
を
支
援
し
、

さ
ら
に
隣
接
す
る
帝
国
博
物
館
の
理
事
兼
美
術
部
長
と
い
う
要

職
も
兼
ね
て
古
美
術
保
護
行
政
と
も
取
り
組
み
、
中
国
旅
行
ま

で
成
し
遂
げ
る
と
い
っ
た
風
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
る
イ
メ
ー
ジ
は
使
命
感
に
燃
え
、
よ
く
勉
強
し
、
画
策
し
、

額
に
汗
し
て
東
奔
西
走
す
る
若
々
し
い
情
熱
家
の
姿
だ
。
橋
本

雅
邦
を
は
じ
め
と
し
て
遥
か
年
上
の
教
授
た
ち
も
、
そ
の
意
気

と
才
能
に
心
服
し
て
よ
く
協
力
し
、
そ
の
結
果
、
こ
の
異
色
の

学
校
の
運
営
は
一
応
軌
道
に
乗
り
、
明
治
二
十
六
年
か
ら
美
術
、

工
芸
、
美
術
教
育
、
美
術
史
学
、
古
美
術
保
存
の
担
い
手
た
ち

を
世
に
送
り
出
し
は
じ
め
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
当
時
の
美
校
（
明
治
二
十
五
、
六
年
）
は
教
員

二
十
五
人
、
生
徒
二
百
十
四
人
、
経
費
約
一
万
六
千
円
と
い
う

小
規
模
の
学
校
で
あ
っ
て
、
天
心
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
教
員

さ
て
、
こ
の
天
心
が
情
熱
を
注
ぎ
込
ん
で
作
っ
た
の
が
東
京

美
術
学
校
（
美
校
）
だ
。
本
学
美
術
学
部
の
前
身
で
あ
り
、
明

治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
、
文
部
省
直
轄
学
校
と
し
て
東
京
音

楽
学
校
と
一
緒
に
設
置
さ
れ
た
。
美
校
は
五
年
制
の
男
子
校
で
、

絵
画
科
（
日
本
画
）、
彫
刻
科
（
木
彫
）、
美
術
工
芸
科
（
金

工
・
漆
工
）
が
あ
り
、
日
本
美
術
の
独
自
性
を
維
持
・
開
発
す

る
こ
と
を
目
標
に
伝
統
派
の
作
家
が
中
心
と
な
っ
て
指
導
に
あ

た
っ
た
。
天
心
は
初
代
浜
尾
新
に
次
い
で
明
治
二
十
三
年
校
長

岡
倉
天
心
に
惹
か
れ
る
の
は
、
天
心
と
い
う
人
物
の
魅
力
に

よ
る
と
と
も
に
、
天
心
を
含
む
明
治
の
日
本
人
の
持
つ
パ
ッ
シ

ョ
ン
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
信
念
あ
る
生
き
方
の
魅
力
な
ど
に

よ
る
も
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
昨
今
、
天
心
展
が
開
か
れ
、
新
た

な
評
伝
が
出
版
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
の
研
究
の
成
果

が
生
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
面
に
お
い
て
こ
の
困
難
な
時

代
に
対
処
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
天
心
な
い
し
明
治
と
い
う
時

代
に
求
め
よ
う
と
い
う
志
向
の
表
れ
か
も
し
れ
な
い
。

第
一
回
　

美
校
騒
動

吉
田
千
鶴
子

東
京
芸
術
大
学
一
二
〇
年
の
歴
史
の
中
で
、

大
き
な
節
目
に
な
っ
た
出
来
事

転
機
を
呼
び
寄
せ
た
事
件
な
ど
を
紹
介
す
る
新
連
載
。

制服姿の教官たち。左より加納夏雄、高村光雲、黒川真頼、岡倉天心、橋本雅邦

草創期の東京美術学校



厳
し
い
処
置
（
大
正
元
年
免
除
）
を
受
け
た
。
辞
職
組
の
大
半

は
直
ち
に
谷
中
で
天
心
・
雅
邦
を
中
心
と
す
る
在
野
団
体
・
日

本
美
術
院
を
立
ち
上
げ
た
。

夢
半
ば
に
し
て
美
校
を
去
っ
た
天
心
は
そ
の
後
美
術
院
の
指

導
者
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
キ
ュ
レ
イ
タ
ー
、
古
社
寺
保
存
会

委
員
と
し
て
の
任
務
を
遂
行
し
つ
つ
思
想
家
と
し
て
世
界
的
に

活
躍
す
る
。
一
方
、
美
校
は
騒
動
後
一
時
期
混
乱
に
陥
っ
た
が
、

明
治
三
十
四
年
就
任
の
名
校
長
正
木
直
彦
に
よ
っ
て
日
本
美
術

も
西
洋
美
術
も
同
等
に
尊
重
す
る
と
い
う
方
針
の
も
と
に
諸
般

の
整
備
が
行
わ
れ
、
正
木
の
在
任
三
十
一
年
の
間
に
専
門
学
校

と
し
て
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
正
木
は
就
任
の
年
に
日

本
美
術
院
と
の
和
解
を
な
し
と
げ
、
西
洋
派
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
り
つ
つ
天
心
の
伝
統
復
興
路
線
も
引
き
継
い
で
ゆ
く
こ
と
に

し
た
の
で
あ
っ
た
。

（
よ
し
だ
・
ち
づ
こ
／
学
史
編
集
担
当
）
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東
京
音
楽
学
校
存
廃
論
争

第
一
回
帝
国
議
会
が
開
院
し
た
明
治
二
十
三
年
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
は
、
経
費
節
減
を

理
由
に
高
等
中
学
校
、
女
子
高
等
師
範
学
校
と
と
も
に
、
三
年
前
に
設
置
さ
れ
た
ば
か
り
の

東
京
音
楽
学
校
の
廃
止
が
議
題
に
上
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
議
会
の
内
外
に
議
論
が
百
出
し
、

東
京
音
楽
学
校
存
廃
論
争
へ
と
発
展
し
た
。
廃
止
を
免
れ
る
ま
で
の
経
緯
、
議
事
録
の
一
部
、

新
聞
雑
誌
記
事
、
お
よ
び
学
校
側
が
官
立
音
楽
学
校
存
続
の
必
要
性
を
ま
と
め
た
資
料
な
ど

を
紹
介
す
る
。

次
号
予
告

動
の
原
因
は
天
心
の
私
行
な
ど
で
は
な
く
、
も
と
も
と
は
西
洋

派
の
政
治
力
に
よ
る
圧
迫
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

西
洋
画
科
設
置
よ
り
半
年
後
の
明
治
三
十
年
三
月
、
早
く
も

天
心
批
判
の
論
説
が
新
聞
に
載
り
、
引
き
続
き
各
紙
に
批
判
論

や
暴
露
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
排
斥
気
運
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
翌
三
十
一
年
三
月
十
七
日
、
帝
国
博
物
館

総
長
九
鬼
隆
一
も
天
心
排
斥
の
姿
勢
を
示
し
た
た
め
、
天
心
は

理
事
兼
美
術
部
長
の
辞
表
を
提
出
（
二
十
二
日
受
理
）。
す
る

と
矢
継
ぎ
早
に
天
心
や
美
校
の
内
情
に
通
じ
た
者
か
ら
天
心
を

誹
謗
す
る
お
ぞ
ま
し
い
怪
文
書
が
各
方
面
に
配
布
さ
れ
、
西
園

寺
文
相
指
揮
下
の
文
部
省
が
即
刻
校
長
更
迭
内
定
の
措
置
を
と

っ
た
た
め
、
同
年
同
月
二
十
九
日
を
も
っ
て
天
心
は
美
校
校
長

も
辞
任
し
た
。
義
憤
を
感
じ
た
橋
本
雅
邦
以
下
三
十
三
名
の
教

官
は
連
袂
辞
職
の
覚
悟
で
辞
表
を
提
出
。
世
間
を
騒
が
す
大
騒

動
と
な
っ
た
が
、
天
心
自
身
が
慰
留
に
つ
と
め
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
結
局
教
授
の
雅
邦
、
川
崎
千
虎
、
岡
崎
雪
声
、
助
教
授
の

六
角
紫
水
、
剣
持
忠
四
郎
、
新
納
忠
之
介
、
西
郷
孤
月
、
横
山

大
観
、
岡
部
覚
弥
、
寺
崎
広
業
、
桜
岡
三
四
郎
、
小
堀
鞆
音
、

関
保
之
助
、
下
村
観
山
、
嘱
託
の
後
藤
貞
行
、
桜
井
正
次
、
菱

田
春
草
、
山
田
敬
中
ら
が
辞
職
。
こ
の
う
ち
新
納
、
西
郷
、
横

山
、
岡
部
、
寺
崎
、
桜
岡
ら
助
教
授
六
名
は
懲
戒
免
官
と
い
う

足
ら
ず
教
場
足
ら
ず
実
験
材
料
足
ら
ず
参
考
標
本
足
ら
ず
実
技

教
育
に
必
要
な
る
実
験
は
世
上
の
依
嘱
製
作
を
以
て
之
に
充
つ

る
の
み
」
と
い
う
状
態
。
こ
れ
で
は
目
標
達
成
は
お
ぼ
つ
か
な

い
。
そ
こ
で
天
心
は
政
財
界
の
協
力
者
と
提
携
画
策
し
て
「
美

術
学
校
拡
張
法
案
」
を
帝
国
議
会
に
上
程
し
、
年
来
の
計
画
を

一
気
に
推
し
進
め
よ
う
と
し
た
。
彼
が
そ
の
た
め
に
書
い
た
の

が
「
美
術
教
育
施
設
ニ
付
意
見
」
で
あ
る
。
わ
が
国
に
置
く
べ

き
美
術
教
育
機
関
全
般
に
つ
い
て
の
構
想
を
開
示
し
た
も
の
だ

が
、
主
眼
は
美
校
の
拡
張
に
あ
り
、
西
洋
画
、
西
洋
彫
刻
部
門

の
増
設
を
含
む
組
織
・
予
算
の
拡
大
に
関
す
る
具
体
案
が
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
はc
凡
社
版
『
岡
倉
天
心
全
集
』
に
収
録

さ
れ
お
り
、
ま
た
、
原
本
（
蒟
蒻
版
印
刷
）
も
本
学
附
属
図
書

館
所
蔵
「
諸
新
聞
切
り
抜
き
」
の
台
紙
に
な
っ
て
奇
跡
的
に
残

っ
て
い
る
の
で
、
見
よ
う
と
思
え
ば
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

「
美
術
学
校
拡
張
法
案
」
は
明
治
二
十
八
年
三
月
に
可
決
さ
れ

た
。
し
か
し
可
決
さ
れ
た
の
は
天
心
の
意
図
と
異
な
る
修
正
案

で
あ
っ
て
、
今
後
日
本
美
術
と
西
洋
美
術
を
と
も
に
奨
励
す
る

と
い
う
方
針
の
も
と
に
美
校
を
拡
張
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ

た
。
こ
の
修
正
が
時
の
文
相
西
園
寺
公
望
の
意
向
に
よ
る
こ
と

は
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
、
法
案
可
決
後
た
だ
ち
に
西
洋
画
科
設
置

が
決
ま
っ
て
西
園
寺
と
近
し
い
黒
田
清
輝
お
よ
び
久
米
桂
一
郎

が
指
導
者
に
選
ば
れ
、
翌
二
十
九
年
に
は
西
洋
画
科
が
発
足
、

従
来
の
学
校
方
針
と
係
わ
り
な
く
フ
ラ
ン
ス
流
教
育
を
開
始
し

た
。
黒
田
と
久
米
は
と
も
に
華
族
階
級
。
長
い
間
フ
ラ
ン
ス
で

絵
の
勉
強
を
続
け
、
明
治
二
十
六
年
に
帰
国
し
て
洋
画
新
派
の

エ
ー
ス
と
し
て
美
術
界
に
登
場
し
た
。
美
校
に
お
け
る
彼
ら
は

上
記
修
正
案
を
盾
と
し
て
行
動
し
、
発
言
権
を
行
使
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
黒
田
の
美
校
改
革
に
関
す
る
意
見
書
（
明
治
美
術

学
会
編
『
近
代
画
説
』
五
所
載
）
を
読
め
ば
わ
か
る
が
、
天
心

と
黒
田
に
は
妥
協
の
余
地
が
な
く
、
そ
の
た
め
対
立
が
起
こ
り
、

そ
れ
が
種
々
の
方
面
に
波
及
し
た
。
天
心
の
地
位
は
大
き
く
揺

ら
い
で
反
対
派
の
乗
じ
る
き
っ
か
け
が
生
ま
れ
、
遂
に
は
天
心

の
辞
職
お
よ
び
美
校
騒
動
に
と
至
る
。
未
曾
有
の
こ
の
学
校
騒

下村観山「天心岡倉先生（画稿）」
（大学美術館蔵）




